
第3章診断、補強事例アンケート調査

　　　診断、補強（特にB活荷重に対する）事例について、鋼橋技術研究会に参加してい

　　る各社に対してアンケート調査を行った。

　3－1　調査の内容

　　　　アンケート調査は、下記に示す項目について行った。

　　　　　・一般事項

　　　　　・補強要因

　　　　　・診断方法

　　　　　・補強箇所と補強方法

　　　　　・新設橋で事前に考慮する点

　　　　　・補強事例の資料

　　　　次ぺ一ジ以降にアンケート調査用紙を示す。
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■アンケート調査用紙（1）

鋼橋の補強に関するアンケート

下記の項目について、ご回答お願いします。2．～4．の項目については、該当する項

目について（）内にO印をお願いします。5．についてもできるだけ資料の提供をお願

いします。なお、数橋ある場合は、用紙をコピーしてください。

1．一般事項

　・管理者

　・橋梁名

　・工事名

●実施時期rl欝

　・施工場所

’完成年月rl雛欝

叢鷲項痴丁穀灘粘灘ll轡．霧そ禦チ橋

　　　　　　　　　　ホ．斜張橋　～吊橋　ト．その他（　）

・当初の設計活荷重　　　　　　　（

・形式　　　　　　　　　（

2補強要因
①B活荷重に対応するため

②　2等橋から1等橋への格上げ

③　損傷に対して

④その他　（ ）

3診断方法
①外観調査

②応力測定

③　設計図をもとにした設計荷重に対する机上検討

④　限界状態設計法を用いた検討

⑤その他　（

⑥他社で診断（会社名：

）

）（
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■アンケート調査用紙（2）

4．補強箇所と補強方法

　①床板（）………………

②　主　桁（　）

③　床　組（　）

④　支　承（　）

⑤応力集中箇所（）

⑥　その他（　）

構造の変更二攣雛桁）増設

部材の増厚等　　　床板上面増厚

　　　　　　　　　床板下面増厚

　　　　　　　　　鋼板接着

　　　　　　　　　全面取り替え

　　　　　　　　　その他（

その他　　　　　　（

主桁の取り替え

その他　　　　　　（

一構造の変更

補強部材の追加

取り替え

その他　　　　　　（

一取り替え

その他　　　　　　（

・・桁端切欠き部

ゲルバー部

ソールプレート部

その他　　　　　　（

　（

）

）

）

）

）

）
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■アンケート調査用紙（3）

5．新設橋で事前に考慮する点

　補強を行った結果、新設橋で事前に考慮しておく点がありましたら下の欄にお願

いします。

6　補強事例

　　補修以外でB活荷重対応や2等橋から1等橋への格上げ等の補強を行った事例で、

　下記に示すような資料のご提供をお願いいたします。

　（1）診断に関するもの

　　　・事前調査事項

　　　　設計図をもとにした設計荷重に対する机上検討

　　　　外観検討、載荷試験、振動解析、使用性診断、交通量、ひびわれ、疲労損傷

　　　　腐食損傷

　　　・診断基準

　　　　補強実施の判定基準

　　　　許容応力（耐荷力）の考え方

　　　　橋梁の重要度、補強の優先順位

　（2）補強に関するもの

　　　・一般図、構造図（補強内容がわかるもの）

　　　・施工要領図

　　　・補強の留意点

　　　　現場溶接と高力ボルトの使い分けなど
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3－2　調査結果のリストおよび概要

　　アンケート調査に回答をいただいた橋数は67橋分で、次ページ以降にそのリス

　　ト（会社名、部署、氏名、管理者、橋梁名）と調査結果の概要を示す。
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アンケートリストー覧表（1）

＞

ωN

Nα 会　　社　　名 部　　　署 氏　名 管　　理　　者 橋　　梁　　名

1 ㈱オリエンタルコンサルタンッ 東京第二事業部総合技術部 灘 東京都第五建設事務所 鱗
2 片山ストラテック㈱ 赦 阪神公団大阪管理部 大阪府道高速大阪堺線

3 〃 〃 大阪府枚方土木事務所 南前川高架橋

4 川崎重工業㈱東京設計事務所 東部橋梁技術部第1課 森本千秋 建設省」ヒ陸地建富山工事事務所 道明跨道橋

5 川崎製鉄㈱東京支社 橋梁鋼構造事業部技術部 山岡 建設省近畿地建 太市高架橋

6 川崎製鉄㈱ 橋梁事業部鋼構造事業部設計室 吉川 建設省高崎工事事務所 鱗
7 川田建設㈱ 欄 児島啓太郎 首都高速道路環状線

8 ㈱神月製鋼所建設土ンジニアリングセンター 構造技術部橋梁設計Gr 沼田克 建設省中部地建三重：【事事務所 大正橋

9 駒井鉄工㈱ 謝 黒田 堀之内橋建設省北陸地建長岡国道工事事務所

10 ㈱栗本鉄工所東京支社 長塚 大阪府岸和田土木事務所 和泉鳥取橋

11 ㈱サクラダ市川工場 斌 道路公団東京第二管理局千葉管理（事） 京葉道路宮野木高架橋

12 〃 〃 〃 建設省中国地建 根安橋

13 新日鉄㈱相模原技術センター 橋梁構造部橋梁設計技術室 雅楽川 建設省中部地建北勢国道工事事務所 亀山大橋

14 〃 〃 〃 〃 越川大橋

15 〃 〃 〃 〃 第3越川橋

16 〃 〃 〃 〃 第2加太川橋

17 〃 〃 〃 〃 第3加太川橋

18 〃 〃 〃 若戸大橋、戸畑高架橋

19 追浜橋梁鉄構工場 鮒
⊂ロ場内）住友重機械工業㈱

20 ㈱綜合技術コンサルタント 襯 道路公団東京第二管理局 東北自動車道関li高架橋

21 〃 〃 山口県萩土木建築事務所 騨
22 〃 〃 〃

礁
23 ㌫ 愛知県 松川橋

24 東京エンジニアリンク㈱ 須中 埼玉県秩父土木事務所 白川橋

25 ㈱東京鉄骨橋梁i製作所 橋梁設計部設計課 はぜ山 首都公団第三建設部 東京高速道路KK線　（宝町付近）



＞

1
ω
ω

アンケートリストー覧表（2）
Nα 会　　社　　名 部　　　署 氏　名 管　　理　　者 橋　　梁　　名

26 ㈱東京鉄骨橋梁製作所 橋梁設計部設計課 道路公団東京第一建設局 東名劃［驕

27 ㈱巴コーポレーション 藤原誠 栃木県足利土木事務所 鱗
28 〃 」ヒ海道開発局網走開発建設部 擁
29 〃 道路公団東京第三管理局大月管理（事） 新吉野橋

30 〃 道路公団東京第一管理局 新田谷橋高架橋

31 日本鋼管㈱ 大久保 建設省北陸地建 羽根川橋

32 ㈱日本構造橋梁研究所・ 灘
関川 道路公団袋井管理事務所 東名高速道路村松高架橋

33 〃 〃 〃 道路公団御殿場管理事務所 東名高速道路上長窪橋

34 〃 〃 〃 道路公団静岡管理事務所 東名高速道路牛涕川橋

35 〃 〃 〃 道路公団御殿場管理事務所 東名高速道路諸渕橋

36 〃 〃 〃 道路公団富士管理事務所 東名高速道路城山橋

37 〃 〃 〃 道路公団東京第一管理局 高井戸高架橋

38 〃 〃 〃 〃 ノ1洲“橋

39 〃 〃 〃 道路公団東京第三管理局 倉見高架橋

40 〃 〃 〃 建設省紀南工事事務所 黒島橋

41 〃 〃 〃 道路公団大阪管理局 桧尾川橋

42 〃 〃 〃 道路公団福岡管理局 向佐野橋

43 〃 〃 〃 〃 矢部川橋

44 ノノ 〃 〃 〃 清水高架橋

45 〃 〃 〃 〃 山ノ井川橋

46 ㈱日本構造物設計事務所 獺 騰 群馬県太田土木事務所 八瀬川新橋

47 ㈱日本製鋼所室蘭製作所 鉄構機器橋梁部企画・技術グループ 躰 道路公団東京第二管理局千葉管理（事） 京葉道路畑高架橋、宮野木高架橋

48 パシフィックコンサルタンツ㈱ 脚 礁 静岡県袋井土木事務所 太田川橋

49 ㈱春本鉄工所 翻 齪 阪神公団 大阪府道高速大阪東大阪線

50 〃 〃 〃 大阪市 長吉跨線橋



アンケートリスト　覧表（3）

＞

QO
■」

Nα 会　　社　　名 部　　　署 氏　　名 管　　理　　者 橋　　梁　　名

51 ㈱春本鉄工所 灘
渡辺 建設省関東地建大宮国道工事事務所 春日部大橋

52 〃 〃 〃 茨城県竜ヶ崎土木事務所 布川歩道橋

53 〃 〃 〃 道路公団仙台管理局北上管理事務所 戸河内川橋、笠谷川橋

54 〃 〃 〃 長野県飯田建設事務所 聯
55 〃 〃 〃

礁
新川水門橋

56 東日本鉄工㈱浦禾旺場 高橋 建設省関東地建宇都宮国道工事事務所 小山大橋

57 日立造船㈱東京支社 橋梁設計部橋梁三課 今井 川崎市土木局 鱗
58 三井造船㈱ 曽我、林、渡辺 首都高速3号渋谷線

59 〃 〃 首都公団第二建設部 OJ14工区

60 〃
〃 首都公団東京保全部

61 〃 〃

62 横河工事㈱ 技術2部 鉦 道路公団大阪管理局茨木管理事務所

63 ㈱建設技術研究所東京支社 技術第四部 擁 道路公団東京第二管理局千葉管理（事） 京葉道路東鷺1召橋

64 〃 〃 〃 〃 京葉道路西鷺沼橋

65 〃 〃 〃 道路公団東京第三管理局 中央自動車道相模湖高架橋

66 橋梁設計部橋梁設計二課 松本 建設省中部地建北勢国道工事事務所 伊賀大橋

67 ㈱長大東京支社 構造計画第三部 堀口 建設省中部地建名古屋国道工事事務所 道徳高架橋



＞

1
ω
㎝

1．一般事項 2． 3， 4． 5．

㎞ 管理者 橋梁名 工事名 実施時問 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形　式 補強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考劇る点

且 東京都第五 葛西橋
設 平成5年8月

東京都江東区
種

主径間＝ 主径間

建設事務所 ～ 東砂町 穫 昭和38年9月 道路橋 3径閻突桁式 床版一全面取り替え
平成5年11月

計 6丁目地内 工
時

別 吊補剛桁橋
B活荷重 外観調査

施 馨 形 桁橋
TL－20 側径間：

且1径間単純
損傷 机上検討

床組灘蜘
聲 吊橋 活荷重合成格子 応力集中箇所一ゲルバー部

工 式
桁橋

r 既 側径間
設 種

計

〃 簑
工
時

〃

別

〃

　［（攣勤グ職）

〃 〃 〃 〃

施
〃

璽
”

形
〃

〃 〃 〃 〃 李桁一（聾弩誓鱒臨）

工

歳
時 式

2 阪神高速遭路公団

大阪管理部

大阪府道高速

大阪堺線

鋼桁（切欠部等）

補修工事

（1－3一堺湾）
設
計

平艦日
　～平成2年

3月31日

大阪市南区

高津

既
霧
工
時

昭和43年4月 種
別

道路橋

単純合成飯桁 主桁一補強部材の添加

応力集中箇所一桁端切欠き部
と麗響蚤黎魏
避けること　また　切欠

響繕ま黎朧

施
平需舞日 璽 形

TL－20 損傷 外観調査

～ 平成2年3月31日 桁橋
平成2年 歳

工 3月31日 時 式

3 大阪府枚方

土木事務所

南前川高架橋

上部工委託業務

南前川高架橋

L一ライン

床版補強
設
計

平成2年
2月28日

　～平成2年
3月3旧

大阪府寝屋川市

緑町寝屋川市

幸町

既
謹
蒔

昭和50年12月 種
別

道路橋

鋼合成単純桁橋 床組一補強部材の追加 擁灘髭麗
とが必要。

奪嶽輔雛
施

平成4年
3月10日

　～率成5年

雲
轡
歳

平成4年2月28日
形

桁橋

TL－20 損傷 外観調査
ておくことが重要。

工 2月28日 時 式

4 建設省北陸地建

富山工事事務所

道明跨道橋 道明跨遭橋架設工事

設
計

平成5年6月
　～
平成5年8月

川崎重工

野田工場

既
霧
工
時

平成5年12月

〔灘焉姦｝ 種
別

道路橋

TL－20

3径間連続飯桁 床版霊灘前に床版）

主桁一補強部材の添加

（TT43）
B活荷重 机上検討

施 平成5年9月 璽 形
～ ” 桁橋

平成5年10月 歳
工 時 式

5 近畿地方建設局 太市高架橋 姫路西B・P
設

工場内 既
種

単純叛桁1橋 B活荷重 主桁一補強部材の添加

太市高架橋上部工事

計

平成5年6月 蓮
工
時

別

道路橋 2径間連続

叛桁1橋 難灘
撒　がある間に
　を行った。

床組一補強部材の追加

支承・一取り替え

施
平成5年10月

醸
亡
歳

平成6年1月
形

桁橋

TL－20 机上検討

工 時 式



＞

I
QO
o

1．一般事項 2．補強要因 3．診断方法 4．

　補強箇所と補強方法

5．

新設橋で事前に考劇る点
甑 管理者 橋梁　名 工事名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形　式「

6 建設省

高崎工事事務所
㎜

上越橋床版補修工事

設
計

群馬県利根郡

新治村大字永井
既
簑
蒔

昭和32年4月 種
別

道路橋

TL－20

2ヒンジ

スパンドレル

ブレストアーチ

橋
B活荷重

損傷

外観調査

机上検討

床版［雛綴版）

主桁一その他（補強なし）

支承一その他（取替えなし）

施
工

平成1茸24日

平成錆8日

璽
諺

平成6年12月 形
式

アーチ橋

7 首都高速道路公団 首都高速道路

環状線 設
計

設計中

江戸橋他 既
経
蒔

昭和39年 種
別

道路橋

TL－20

連続鋼箱桁

B活荷重

損傷

外観調査

机上検討

床版［雛灘

支承一取り替え

応力集轡馳攣，部

じ齪鱒濃醗
い
’
募
黙難
しい。

施
工

施工　中
塞
壽 形

式
桁橋

8 建設省

中部地方建設局

三重工事事務所

大正橋

　　　瑠

平成5年度

23号大正橋

床版補強工事
設
計

平成6年2月
　～
平成6年5月

三重県四日市市 既
謹
蒔

昭和38年 種
別

道路橋

昭和30年

道示による

単純活荷重

合成桁

B活荷重

損傷

外観調査

机上検討

他社で診断

〔難〕

床版〔警畿設、

施
工

平成6年4月
　～
平成6年ll月

璽
誌

平成6年 形
式

桁橋

9 北陸地方建設局

長岡国道工事事務所

堀之内橋 堀之内橋

歩道設置工事 設
計

平成5年3月
　～
平成6年9月

新潟県北魚沼郡

堀之内町大字

田戸～堀之内

既
i
i
i
蒔

昭和40年1月 種
別

道路橋

TL－20

逆梯形連続

合成箱桁

　B活荷重

　損傷

繭
で
きるように再

難塞壌縫
した。

机上検討

他社で診断

〔釜鍔〕

床版一縦桁増設

主桁一（隻縫欄材の融）

床組一構造の変更

施
工

平成5年3月
　～
平成6年3月

塞
藷

平成6年3月 形
式

桁橋

10 大阪府岸和田

土木事務所

和泉鳥取橋 禰
布
施屋目塚線

和泉鳥取橋改修工事

〔轟岩作〕

設
計

昭和覇8日

昭和覇31日

大阪府泉南郡

阪南町和泉

鳥取地内

既
馨
蒔

昭和38年3月31日

〔聯橋〕 種
別

道路橋

TL－14

単純合成鋲桁

1連

単純非合成H桁

1連

　格上げ

灘饗
机上検討

主桁［翻繍馨湖

　　　↑
懲簸嘉多雍

　1嚢1騨

施
工

昭和覇1日

昭和覇31日

纏
護
時

昭和55年10月31日 形
式

桁橋

ll 日本道路公団

東京第二管理局

千葉管理事務所

京葉道路

宮野木高架橋

宮野木高架橋

（鋼上部工）

桁補強工事

設
計

　？　～
平成6年8月

千葉市花見川区

宮野木町

竪

騒
蒔

昭和42年12月 種
別

道路橋

TL－20

活荷重

単純合成叛桁

その他

疲労対策
応力測定

主桁一補強部材の添加

支承一取り替え

施
工

平成6年
　10月20日
　～平成1舞19日

馨
完
成
時

平成7年3月m日形
式

桁　橋
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1．一般事項 2． 3． 4． 5．

晦 管　理者 橋梁名 工事　名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形式 補強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考慮重る点

12 中国地建 根安橋 根安橋上部工事
設

平成6年3月

鳥取県八頭郡

若桜町根安
既
霧 昭和35年12月

種
道路橋

活荷重合成叛桁

机上検討

床版一主桁増設

主桁一主桁の増設

計 工 別 B活荷重 床組一補強部材の追加
時

その他
他社で診断

施 平成6年ll月
簸
虐 平成7年9月 形

TL－20
（拡巾工事）

　大日本〔コンサ，㈱〕

～ 兀 桁橋
平成7年9月 成 （予定）

工 時 式

13 中部地建

北勢国道工事事務所

亀山大橋 25号越川大橋

外4橋橋梁補修工事設
計

図面照査のみ

三重県亀山市

大岡寺町

　　～

既
馨
工
時

昭和50年 種
別

道路橋

TL－20

4径間連続叛桁

B活荷重
外観調査

床版Ell藤

施
工

平成1飾

平成請末

鈴鹿郡関町

南在家 彗
歳
時

平成6年11月30日

　　（予定） 形
式

桁橋

（推測） 机上検討

14 中部地建

北勢国道工事事務所

越川大橋 25号越川大橋

外4橋橋梁補修工事
設

図面．照査のみ

三重県亀山市

大岡寺町
既
逡

昭和40年
種

道路橋

単純トラス

　十

床版El鱗増設・

計 ～ 工 別 単純飯桁　3連
時 TL－20 B活荷重

外観調査
”

施
平成1飾

鈴鹿郡関町

南在家 璽平成6年ll月30日 形 桁橋
（推測） 机上検討

工
平成鯖末 薩

時
（予定）

式
Dス橋

15 中部地建

北勢国道工事事務所

第3越川橋 25号越川大橋

外4橋橋梁補修工事
設

図面照査のみ

三重県亀山市

大岡寺町
既
霧 昭和40年

種
道路橋

単純箱桁 床版麟齢
計 ～ 蒔 別

TL－20 B活荷重
外観調査

〃

施
平成1飾

鈴鹿郡関町

南在家 馨平成6年ll月30日 形

桁橋

（推測） 机上検討

平成6年 歳 （予定）

工 ll月末 時 式

16 中部地建

北勢国道工事事務所

第2加太川橋 25号創II大橋

外4橋橋梁補修工事
設

図面照査のみ

三重県亀山市

大岡寺町
既
謹

昭和40年
種

道路橋

単純鍍桁 床版麟1増設・

計 ～ 工 別
時 TL－20 外観調査

〃

施
平成1飾

鈴鹿郡関町

南在家
謡
古
兀

平成6年11月30日 形

桁橋

（推測）
B活荷重

机上検討

平成6年 成 （予定）

工 ll月末 時 式

17 中部地建 第3加太川橋 25号越川大橋 三重県亀山市 既
設 種

北勢国道工事事務所 外4橋橋梁補修工事 図面照査のみ 大岡寺町 謹 道路橋

計 ～ 工 別
時 TL－20

〃

外観調査
〃 〃

施
平成1飾

鈴鹿郡関町

南在家
藝
告
兀

平成6年ll月30日 形
桁　橋

（推測）
B活荷重

机上検討

平成6年 成 （予定）

工 11月末 時 式
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1．r般事項 2． 3． 4． 5．

㎞ 管理者 橋梁名 工事名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形　式 補強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考慮縄点

13 日本道路公団 若戸大橘 若戸大橋（拡幅） 福岡県北九州市 既 上路式トラス橋 床版一全面取り替え

戸畑高架橋 戸畑高架橋
設

川代星丁目， 霧 昭和35年9月
種

道路橋 飯桁橋 主　桁一主桁増設

（鋼上部工）工事 計 3丁目 工
時

別 その他

外観調査

床組［醗襯の追加

施
昭嘩18日 馨

平成2年2月置日
形

桁橋

TL－20 対棚騰こ
片側1車→2車

支承一取り替え

工 聯臨・
歳
時 式 トラス橋

19 工場内 2径間連続飯桁 床版一床版下面増厚

設
計

騨　　200翫

　　150』
　　oo万

難
工 種

別

道路橋 主桁一補強部材の添加

その他一
時 TL－20 その他

机上検討

施 慧舷ケ月 轟
平成5年12月

形

桁橋

TT－43 暫定荷重切対応
〔羅撫勤

工 紅α朗
歳
時 式

20 日本道路公団

東京第二管理局

東北自動車道

関川高架橋 設
計

昭和58年10月

　～
昭和60年3月

東北自動車道

関川高架橋

（佐野IC）

既
謹
工

種
別

道路橋

3径間連続

鋼飯桁

主桁嘩號漏鋒板下フ〕

応力集中箇所一その他

撃灘灘
時 外観調査

施
謡
亡
冗 昭和61年3月

形

桁橋

TL－20 損傷
机上検討

聾蕪嚢灘

成 います。

工 時 式

21 山口県

萩土木建築事務所

橋本橋 単独橋梁補修工事に

伴う設計業務
設

平成4年

　1塑21日
一般国道262号

萩市内
既
馨

昭和26年竣工 種
道路橋

単純非合成飯桁 床版一鋼板接着

主桁一補強部材の添加
鮭欝瓶

計
平成鯖9日

工
昭和41年拡幅

別
格上げ

時 その他 外観調査

施
平成5年度

墨
兀
成

平成5年
形

桁橋

TL－14
〔慧璽」鋤 机上検討

工 時 式

22 山口県

萩土木建築事務所

不動橋 橋梁補修工事に伴う

橋梁点検業務 設
計

平成1恥

平成1賃16日

一般国道

262号線

旭村地内

既
設
緩
工
時

昭和47年 種
別

道路橋

逆ランガー

損傷
外観調査

床版一縦桁増設

その讐褻取り換え防水層を施

騰コンクリート保護

、樒轡（鵬彫緩
桁）

TL－20 その他
机上検討

施
平成4年度

薯
古
歳

平成4年
形

アーチ橋

（床版の補強）

工 時 式

23 愛知県 松川橋 橋梁補修工事

（松川橋）
設

昭和55年

翻鷺日井市

名古屋祷山区

既
量
几
蓮

昭和34年
種

道路橋

鋼ゲルバー飯桁 床版嘩1鞍直・，

計 工
時

別
外観調査

主桁E主桁の増設
　　鷲島の変更）

施 昭和55年
　～
昭和56年

婆
兀
成

昭和56年
形

桁橋

TL－14 格上げ
机上検討 1力1縛鞭瓢

工 時 式
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1．一般事項 2． 3． 4． 5．

晦 管理者 橋　梁　名 工　事　名 実施　時　間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形　式 楠強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考慮寸る点

24 埼玉県

秩父土木事務所

白川橋

設
計

昭和60年3月

秩父郡荒川村

地内

既
馨
工

昭和36年 種
別

道路橋

昭和31年道示

2ヒンジ

リブアーチ橋
床版一謹顯輪

時 格上げ 外観調査

　　『
その他一

施 不　　明 璽 形

TL－i4
2等橋

RC床版の損傷 机上検討
〔輯→車道霊導））

アーチ橋

工
〔魁濟み） 藷 式

25 首都高速道路公団

第三建設部

東京高速道路

KK線

室町付近拡幅工事
設 昭和63年8月

　～

魏都中央区

　～
既
馨 昭和36年

種
道路橋

単純活荷重

合成飯桁

床版［雛灘

計
昭和63年9月 八丁堀

工
時

別 その他
机上検討

他社で診断
主概嚥鍮脇

施 平成元年7月
雲
壱 形

TL－20 〔購糸葦〕
〔翼綴〕

　～
平成2年8月 歳 平成2年8月 桁橋

工 時 式

26 日本道路公団

東京第一建設局

東名ヨ1騰 東名高速道路

（改築）

東名玉川橋

（鋼上部工）

設
計

平成3年4月
　～平成4年10月

蔓奮川期木市

　～
　好

既
霧
工
時

昭和43年 種
別

道路橋

4径間連続

合成販桁

その他

床版一主桁増設

主桁［睾醜増設

　（叢慶の補撒び）

工事 施 塞 形

TL－20 〔繁瑳〕 机上検討

支承一取り替え
～

兀 平成6年ll月 桁橋
平成6年11月 成

工 時 式

27 栃木県

足利土木事務所

葉鹿橋 緊急地方道路整備

事業橋梁補修工事
設 既

馨
種

道路橋

4径間単純

下路式トラス橋

床版一全面取り替え

床組［欝魯磐
計 蒔 別

損傷
施 塑 形

平成2年
歳

平成 トラス橋

工 時 式

28 北海道開発局

網走開発建設部
鵬 旭橋増桁製作架設

工事
設

生田原町 既
鍵

種
道路橋

単純叛桁 床版一縦桁増設

計 工
時

別

TL－20 損傷
施

昭和蛎12日

藝
古
兀
成

昭和嚇1。日
形

桁橋
工 時 式

29 日本道路公団

東京第三管理局

新吉野橋 中央自動車道

新吉野橋床版補強
設

神奈川県

津久井郡藤野町
既
謹

種
道路橋

単純飯桁 床版一縦桁増設

支承一取り替え
大月管理事務所 その他工事 計 吉野 工 別

時 TL－25
損傷

TT－43施晋雛1・ 墓
歳 平成2年

　3月3旧

形

桁橋
工 時 式



＞

“o

1．一般事項 3．診断方法 4．

　補強薗所と補強方法

5．

新設橋で事前に考慮幡点
』 管理者 橋梁名 工事　名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形式
30 日本道路公団

東京第一管理局

新田谷橋高架橋 第3京浜道路

川崎高架他4橋

伸縮装置改良その他

工事

設
計

東京都世田谷区

野毛
既
霧
蒔

種
別

道路橋

TL－20

TT－43

4径間迎続

非合成飯桁

損傷

床版一縦桁増設

施
工

昭囎25日
蓬
醸

昭和63年3月21日 形
式

桁橋

31 建設省

北陸地方建設局

羽根川橋 羽根川橋床版

打換工事 設
計

2ケ月

新潟県北魚沼郡

小出町
既
麩
蒔

昭和39年 種
別

道路橋

TL－20

2径間連続桁

（ゲルバー桁）

　十
単純飯桁

（吊　　桁）

B活荷重

その他

（床版の打換）

床版〔肇騰替え
　　（RC→グレーチング）

主桁一補強部材の添加

床組［ll慧翫

蜷麟銑季磐朧

驚難麗

施
工

現地工事

8ケ月

雲
護
時

平成6年12月 形
式

桁橋

32 日本道路公団

袋井管理事務所

東名高速道路

村松高架橋

主桁補強工事

設
計

平成5年10月

　～
平成6年3月

既
霧
蒔

昭和42年 種
別

道路橋

TL－20

鋼3径間連続

飯桁

B活荷重 応力測定

床版E難繭欝

主桁［鵜雛添加

支承一取り替え

霊鰹轍
萎灘灘

じた。

施
工

平成7年予定

藝
完
成
時

形
式

桁橋

33 日本道路公団

御殴場管理事務所

東名高速道路

上長窪橋

主桁補強工事

設
計

平成5年10月

　～
平成6年3月

既
霧
蒔

昭和42年 種
別

道路橋

TL－20

鋼3径間

連続飯桁

B活荷重

　その他

〔菱膿〕

床版E親詣恥撒

主桁［翻雛翻
支承一取り替え

施
工

平成7年予定

婆
歳
時

形
式

桁橋

34 日本道路公団

静岡管理事務所

東名高速道路

牛渕川橋

主桁補強工事

設
計

平成5年10月

　～
平成6年3月

既
蓬
蒔

昭和42年 種
別

道路橋

TL－20

鋼3径間及び

2径間連続飯桁

B活荷重

　その他

〔毒膿〕

床版［簸謝設

主桁［驕翻添加

支　承一取り替え 〃

施
工

平成7年予定

鞍
議
時

形
式

桁橋

35 日本道路公団

御殿場管理事務所

東名高速道路

諸渕橋

主桁補強工事

設
計

平成5年10月

　～
平成6年3月

竪難蒔

昭和42年 種
別

道路橋

TL－20

鋼単純合成飯桁

B活荷重

　その他

〔鑑雛〕

床版E難盤増厚

主『桁，一外ケーブルの添加

その他一
　　〔鰯醸着部主桁）

施
工

未定

壊
議
時

形
式

桁橋
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1．一般事項 2． 3． 4． 5．

晦 管理者 橋　梁　名 工事名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形式 補強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考慮幡点

36 日本道路公団

富士管理事務所

東名高速道路

城山橋

主桁補強工事

設
計

平成5年10月

　～
平成6年3月

既
謹
工
時

昭和42年 種
別

道路橋

鋼単純合成飯桁

その他

床版［鰍磐増厚

主桁一外ケーブルの添加

その他一

施 翼 形

TL－20 B活荷重 〔菱諜｝ ・〔鰯纒着部蜥〕

未定 亡
歳

桁橋
工 時 式

37 日本道路公団 高井戸高架橋 東京第三管理局内 東京都杉並区 既 単純合成飯桁 床版一床版上面増厚
設 基本設計 種

東京第一管理局 暫定荷重対策工 謹 昭和48年 道路橋 主桁一外ケーブルの添加
3ケ月

計 工 別
時 外観調査

謹
TL－20 B活荷重

机上検討
施 形

亡
兀
成

桁橋
工 時 式

38 日本道路公団 ノ1洲ll橋 東京第三管理局内 長野県諏訪市 既 3径間連続飯桁 床版一床版上面増厚
設 基本設計 種

東京第一管理局 暫定荷重対策工 霧 昭和48年 道路橋 主桁一主桁の増設
4ケ月

計 工 別
時 外観調査

TL－20 B活荷重
机上検討

施 塞 形

兀
成

桁橋
工 時 式

39 日本道路公団 倉見高架橋 東京第三管理局内 山梨県大月市 既 3径間連続飯桁 床版一床版上面増厚
設 基本設計 撃ハ・ 種

東京第三管理局 暫定荷重対策工

4ケ月 瑳 不明 道路橋 主桁一糊識オ利用）
計 工 別

時 外観調査

TL－20 B活荷重
机上検討

施 塑 形

歳 桁橋
工 時 式

40

灘
黒島橋 黒島橋上部工事

設
和歌山県

種
鋼2径間単純 主桁一補強部材の添加

紀南工事事務所 昭和41年 周参見町黒島谷難 昭和42年6月 道路橋 曲線合成飯桁 床組［葭囎望の追加
計 工 別

時 外観調査 支　承一取り替え

雲
TL－20 損傷

机上検討
施

昭和41年 古
兀
成

形

桁橋
工 時 式

41 日本道路公団

大阪管理局

桧尾川橋 桧尾川橋補強設計
設 平成5年9月

　～

大阪府高槻市

紅茸町
既
謹 昭和38年

種
道路橋

3径間連続

叛桁橋

床版［垂薔甥替え

平成6年3月 B活荷重 主桁一主桁の増設
計 工 別

時 その他 外観調査 床組一補強部材の追加

施
平成6年3月
　～

謹
壱
兀
成

平成7年
形

桁橋

TL－20
〔濡全面〕 机上検討 支承一取り替え

工 時 式
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1．一般事項
2． 3． 4． 5．

』 管理者 橋　梁名 工事名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形式 補強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考慮妬点

42 日本道路公団

福岡管理局

向佐野橋 向佐野橋補強設計
設 平成6年6月

　～

福岡県太宰府市

既
塗

昭和47年7月
種

道路橋

4径間連続飯桁

抱込形式 外観調査
床版嘆講謝

計
平成6年12月

時
別

B活荷重
机上検討

他社で診断

主桁［翻繍馨繭
TL－20

損傷 床組一補強部材の追加
施 藝

歳
形

桁橋 〔謬勤 支承一その他（補強）

工 時 式

43 日本道路公団

福岡管理局

矢部川橋 矢部川橋補強設計

設
計

平成5年10月

　～
平成6年3月

熊本県植木市 既
謹
工

昭和46年 種
別

遭路橋

4径間連続

鋼叛桁

外観調査

床版［素縫醤増厚

主桁E議雛添加
時 B活荷重

机上検討 床組一補強部材の追加TL－20
損傷

施 塞 形 他社で診断 支承一取り替え

歳 桁橋
工 時 式

44 日本遭路公団

福岡管理局

清水高架橋 清水高架橋補強設計

設
計

平成5年10月

　～
平成6年3月

福岡県筑後市 既
謹
工

昭和46年 種
別

道路橋

3径間連続

鋼飯桁

外観調査

床版［藻縫諾増厚

主桁一主桁の増設

時 B活荷重
机上検討

床組一補強部の追加
TL－20

損傷 支承一取り替え
施 馨 一形 他社で診断

歳
桁　橋

工 時 式

45 日本道路公団 山ノ井川橋 山ノ井川橋補強設計 福岡県八女市 既 単純合成飯桁 床版一床版上面増厚

福岡管理局
設 平成5年10月

　～ 霧 昭和48年度
種

道路橋 主桁一その他（箱桁化）

計
平成6年3月

工 別 外観調査 床組一構造の変更
時 B活荷重

机上検討TL－20
損傷

施 璽 形 他社で診断

平成6年6月 歳 桁橋
工

～
時 式

46 群馬県

太田土木事務所

八瀬川新橋 拡幅改良工事
設
平成箪3月 群馬県太田市 既

霧 昭和42年
種

道路橋

単純合成飯桁 床版一鋼板接着

主桁一主桁の増設

計
平成1舞1。日

工
時

別 　その他

拡幅 机上検討

床組一礫桁増設）

施 蕪 平成7年 形

TL－14
B＝6．0→7．伽

TL－14
応族中箇所一隻錨床版）

平成7年4月 虐 ～ 桁橋 →A活荷重
～ 歳 平成8年

工 時 式

47 日本道路公団 京葉道路 京葉道路 千葉県千葉市 既 単純合成飯桁 床組一補強部材の追加
設 者几 種

東京第二管理局 畑高架橋， 畑高架橋他桁補強 不明 花則II区畑町 騒 昭和45年4月 道路橋

干葉管理事務所 宮野木高架橋 工專 計 及び 工
時

別

稲毛区宮野木町 TL－20 損傷
施 平成4年10月

，塞

形
～ 兀 平成6年3月 桁　橋

平成5年3月
工 露 式
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1．r般事項 2． 3． 4． 5．

隔 管理者 橋梁名 工事名 実施時間 施工場所 完成年　月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形式 補強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考慮軽点

48 静岡県 太田川橋 太田川橋橋梁 静岡県福田町 既 13径間単純飯桁 B活荷重 床版一縦桁増設
設 種

袋井土木事務所 補修工事 平成5年度 蓮 道路橋 その他 主桁一補強部材の添加

計 工 別 ・床版厚が 卜憾i溜偏ヒ
時 TL－20 外観調査

鶉
鰻箋

机上検討

施
工

平成6年度 壱
兀
轟

形
式

桁橋
．魑塑嵩

鯉雅
荷重増。

49 阪神高速道路公団 大阪府道高速 長田料金所拡幅工事 既 昭和46年竣工 床版一主桁増設
設 種

大阪東大阪線 馨 昭和49年
　～

道路橋 床組［朧繍房追加
計 工

時
平成4年補修 別 その他

施 藝 形

〔霧騨〕 机上検討

白
歳

桁橋
工 時 式

50 大阪市 長吉跨線橋 長吉跨線橋補修工事 大阪市平野区 既 単純叛桁 床版一縦桁増設
設 種

喜連東5丁目 霧 道路橋 主桁一補強部材の添加

計 地内 工
時

別

施
工

鐸
兀
成
時

形
式
．

桁橋

損傷 外観調査

綴讐購鞭
濃鰭篶に桝に

霧攣翁課鑛騨
51 関東地建

大宮国道工事事務所

春日部大橋 春日部大橋補修工事
設 詳細設計

済の工事

埼玉県春日部市 既
霧 昭和42年1月

種
道路橋

3径間連続

非合成飯桁橋 外観調査

床版［鞭瀞
　　（1部のllべ7ト→HTB）

計 工 別 机上検討
時 TL－20

　↓
TL－20

損傷 他社で診断

施

6ケ月

鶉
壱
歳

平成元年3月
形

桁橋
〔肇騨〕

工 時 式

52 茨域県

竜ヶ崎土木事務所

布川歩道橋 布川歩道橋補修工事
設

4日間

茨城県北相馬郡

利根町

竪瑳

平成元年3月
種

歩道橋

立体横断施設 主桁一（手擁鋸最騒えた）

計 工 別
時 外観調査

群集荷重 損傷
施 璽 形

机上検討

1日

歳 平成5年7月 桁橋
工 時 式

53 日本道路公団

仙台管理局

戸河内川橋

笠谷川橋

東北自動車道

戸河内川橋他1橋
設

岩手県」LL市
既
謹

種
道路橋

連続非合成飯桁 その他一（HTB取替え）

北上管理事務所 高力ボルト改良工事 計 工
時

別 その他

TT－43 HTB 机上検討

施 平成5年

　7－20日

薯
告
歳

平成5年11月
形

桁橋

Fl置丁→SlOT
への取り替え

工 11月16日 時 式
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1．一般事項 2． 3． 4． 5．

』 管理者 橋梁　名 工事名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形式 補強要因 診断方法 補強箇所と補強方法 新設橋で事前に考慮軽点

54 長野県 足瀬橋 平成2年度県単現道 下伊那郡天竜村 既 単純合成桁 床版一全面取り替え
設 平成2年8月 種

飯田建設事務所 対策（橋梁補修） ～ 謹 道路橋 主桁一主桁の増設
平成3年3月

工事 計 工
時

別 床組一取り替え

格上げ 支承一取り替えTL－14
施 舞 形

歳 平成3年3月 桁橋
工 時 式

55 千葉県 新川水門橋 橋梁補修工事 千葉県香取郡 既 単純合成飯桁 床版一その他（フーチング）
設 種

（新川水門橋） 下総町新川 謹 道路橋 格上げ 床組一齢鰯更
計 工

時
別 〔號。exp） 他社で診断

施 馨 形

TL－20
損傷

磯ニア〕

歳 平成6年3月1日 桁橋 （誤蕩鱒
その他一

工 時 式 〔雛醜喬罐荷重）

56 建設省関東地建 小山大橋 小山大橋上部その2
設

平成4年
コンサル設計

栃木県小山市 既
種

3径間連続箱桁 床版一床版下面増厚 構離響翫やすい
宇都宮国道工事 工事 ～ 馨 平成6年4月 道路橋 主桁一補強部材の添加

事務所 計
平麗鮎

工 別 床組一取り替え
時

TL－20 B活荷重 机上検討

施
平成5年度

簗
兀
成

平成6年4月
形

桁橋
工 時 式

57 川崎市土木局 大師橋 大師橋橋梁整備 川崎市川崎区 既 4径間遅続箱桁 主桁一補強部材の添加
設 種

上部工（その1） 大師河原1丁目霧鍵製作時に融 道路橋 十 床組一補強部材の追加

工事 計 工
時

別 2径間連続

斜張橋
支承一糠蹴）

TL－20 B活荷重 机上検討

施 簗 形 桁橋
歳 斜張橋

工 時 式

聞 首都高速道路公団 首都高速3号

渋谷線

首都高速3号線

維持・点検・調査

業務

設
計

9ケ月

首都高速3号線

P439～P450区間 既
設
橋
竣
工
時

昭和46年12月 種
別

道路橋

単純合成工桁橋

10連

外観調査

応力測定

机上検討

その他

主桁一補強部材の添加

応力集中箇所

　　一ソールプレート部
ll難　

難講羅
ll萎灘lll

難糠旛補

TL－20 損傷
〔難灘〕

施 形 ある。

工

〔麟〕 強
古
兀
成

平成元年3月

式

桁橋 朧蹴驚
講鞍繍繋

時 更した方がよいと思オ）れ
る。
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1．一般事項

晦

59

60

61

62

63

管理者
首都高速道路公団

　第二建設部

首都高速遭路公団

　東京保全部

首都高速遭路公団

日本道路公団

東京第二管理局

　千葉管理事務所

橋梁名

東鷺沼橋

工事名
OJ14工区
（その1）

支承構造改築工事

構造物補修工事

63－23

京葉道路武石高架橋

他4橋補強設計

実施時間

設

計

施

工

設

計

施

工

設

計

施

工

設

計

施

工

設

計

施

工

平成3年4月
　　～
平成5年3月

平成6年4月
　　～
平成9年3月

平成6年4月
　　～
平成6年8月

平成6年8月
　　～
平成6年11月

2ケ月

4ケ月

平成6年5月
　　～
平成6年9月

平成6年9月
　　～

平嘆擁銅

平成6年5月
　　～
平成6年11月

施工場所

板橋区板橋

四丁目

世田谷区

三軒茶屋

一丁目他

用賀

大阪府高槻市

京葉道路

完成年月
既

馨
壽

藝
義
時

既

馨
蒔

整
義
時

既

霧
壽

塞
蒔

既

設

橋

竣

工

時

補

強

完

成

時

既

護
蒔

璽
歳
時

平成9年3月

平成5年3月

昭和46年8月

平成6年11月

平成元年2月

昭和39年

平成7年2月予定

昭和40年9月

橋梁分類

種

別

形

式

種

別

形

式

種

別

形

式

種

別

形

式

種

別

形

式

道路橋

桁橋

道路橋

桁橋

道路橋

桁橋

道路橋

桁橋

道路橋

桁橋

当初の設計活荷重

TL－20

TL－20

TL－20

TL－20

形式
鋼床版等桁5連

単純合成飯桁

飯桁、箱桁

3径間連続

非合成飯桁2連

単純合成飯桁橋

2．

補強要因

B活荷重

B活荷重

損傷

損傷

　B活荷重

　その他

1鞭塗セ倒

　その他

（疲労対策）

3．

診断方法

机上検討

外観調査

外観調査

　外観調査

　応力測定

〔響灘〕

　机上検討

応力測定

4，

補強箇所と補強方法

その他一

　　　輔慰譜当）

支承囎畿ゴム支承に〕

床版一その他
　　　　（端部補強）

床版

床

支

議躍の蜥化）

鋤雛画‘．応じ

〔突湯鐙pc鯛

主桁E（鵜翻替え、

　組一補強部材の追加

　承一取り替え

床版一床版上面増厚

主　桁一補強部材の添加

床組一補強部材の追加

支承一取り替え

5．

新設橋で事前に考慮稲点

暑護灘襲垂雲舞
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1．r般事項 2．補強要因 3．診断方法 4．

　補強箇所と補強方法

5．

新設橋で事前に考意帖点晦 管理者 橋梁名 工事名 実施時間 施工場所 完成年月 橋梁分類 当初の設計活荷重 形式
倒 日本遺路公団

東京第二管理局

千葉管理事務所

西鷺沼橋 京葉遭路武石高架橋

他4橋補強設計 設
計

平成6年5月
　～
平成6年11月

京葉道路 既
霧
蒔

昭和40年9月 種
別

道路橋

TL－20

単楠合成飯桁橋

その他

（疲労対策）
応力測定

床版一床版上面増厚

主　桁一補強部材の添加

床組一補強部材の追加

支承丁取り替え

薯羅襲難ζ

施
工

馨
諺 形

式
桁橘

65 日本遵路公団

東京第三管理局

相模湖高架橋 東京第三管理局管内

暫定荷重対策工

検討業務（その2）
設
計

平成5年12月

　～
平成6年4月

中央自動車道 霧
工
　
・
時

種
別

道路橋

TL－20

3径間連続切断

合成桁

B活荷重 机上検討

主桁一外ケープルの添加

施
工

建
馨 形

式
桁橋

66 中部地建

北勢国道工事事務所

伊賀大橋 木津川他4橋

橋梁補修工事 設
計

不　　明

三重県阿山郡

伊賀町柘植町

国道25号

既
馨
蒔

昭和45年 種
別

道路橋

TL－20

3径間連続RC

床版鋼飯桁

その他

床版補強

他社で診断

〔灘1褒全〕

床版一縦桁増設

支承一取り替え
　　（A』橋台部のみ）

応力集中箇所π鱗，隅

ω
の
雛 変三難煙
くとる。

（2馨確鱗騨マン
㈹　ジャッキアップ用補

剛材設置。

施
工

平成1茸3・日

平成i舞16日

霧
護
時

平成7年3月 形
式

桁橋

67 建設省

中部地方建設局

名古屋国道工事事務

所

道徳高架橋

設
計

平成6年3月
　～
平成7年3月

名古屋市南区 既
霧
蒔

昭和47年9月 種
別

道路橋

TL－20

3径間連続叛桁

3径間連続箱桁

2径間連続飯桁

単純合成箱桁
B活荷重

損傷

外観調査

応力測定

机上検討

〔灘

床版E塞敲囎憂

主桁一その他
　　（横構の追加）

施
工

墨
藷 形

式
桁橋

設
計

既
馨
壽

種
別

施
工

薯
議
時

形
式

設
計

既
蓬
轟

種
別

施
工

璽
薩
時

形
式



3－3　調査結果

　　調査結果の内、補強要因、診断方法及び補強方法にっいて集計した結果を

　次ぺ一ジ以隆に一覧表にて示す心

　　診断方法、補強方法の項目の中でブランクの行の資料番号は該当する回答

　が無いものを示す。

　　　尚、アンケート時点で施工予定の物件にっいては集計の中では（　）にて

　示し、事例数の合計には含めないこととした。

A－47



3－3－1　診断方法
資料

番号
補　強 要　　因 診　断　方　法

備　　　　考B活荷重格上げ
対応 ワ→1等橋

損傷対応 その他 外観
　調査

応力

　測定

机上

　　討

他社で

診断

その他

1 1 1 1 1
1， 1 1 1 1
2 1 1
3 1 1
4 1 1
5 1 1
6 1 1 1 1
7 1 1 1 1
8 1 1 1 1 1
9 1 1 1 1

10 1 1
11 1 1
12 1 1 1 1 拡幅工事

13 1 1 1
14 1 1 1
15 1 1 1
16 1 1 1
17 1 1 1
18 1 1 拡幅工事（片側1車線→2車線）

19 1 1 暫定・重対応

20 1 1 1
21 1 1 1 1 拡幅　バルコニーの設

22 1 1 1 1 床　の

23 1 1 1
24 1 1 1 1 RC床　の損傷
25 1 1 1 幅　の縮小（2車線→1車）

26 1 1 ムー工　　TT－43
27 1
28 1
29 1
30 1
31 1 1 床　の打換え

32 1 1
33 1 1 主桁の相対’立の測定

34 1 1 〃

35 1 1 〃

G6 1 1 〃

37 1 1 1
38 1 1 1
39 1 1 1
40 1 1 1
41 1 1 1 1 1
42 1 1 1 1 1
43 1 1 1 1 1
44 1 1 1 1 1
45 1 1 1 1 1
46 1 1 1 拡幅工事　TL－14→A活p
47 1
48 1 1 1 1
49 1 1 ム　エ

50 1 1
51 1 1 1 1
52 1 1 1
53 1 1 HT　B　F　l　l　T→S10T
54 1
55 1 1 1 床　　伸縮『　のみ格上レ

56 1 1
57 1 1
58 1 1 1 1 1 渦流探垂試　　疲労実験等

59 1 1
60 1 1 1
61 1 1
62 1 1 1 1 1 拡幅工事

63 1 1 疲労対策

64 1 1
65 1 1
66 1 1 床　補強

67 1 1 1 1 1 1
△
ロ
　
　 ロ

36 7 30 18 36 7 45 11 6 事例数合計（複数回答）＝　　105

割。 396 7．7 330 198 343 67 4り9 105 5．7

A－48



　　　　　　　　　診断方法

　　　　　6（5．7％）その他

11（10．5％）他社で

45（42．9％）机上

6（34．3％）外観調査

．7％）応力測定

　複数回答の結果、診断方法としては，’①外観調査、②設計図を基にし

た設計荷重に対する机上検討、の2っで全体の8割弱をしめる。又、物

件に着目すると回答のあった資料61件中57件（93％）が外観調査

か机上検討の何れかを行っており、外観調査を行った物件（36件）の

内30件は机上検討も同時に行っている。

A－49



3－3－2　床版の補強方法

資料

番号
補　強　要　因 補 強　　方　　法

備　　　　考B活荷
対応

格上げ
ワ→1等

損傷対応 その他 ’桁

主桁　寳

上面

　厚
下面

増厚

鋼板接着 全面 その他

1 1 1 1 鋼床　ヒ
1， 1 1 1 1 グレづング床

2 1
3 1
4 1 1 10田m

5 1
6 1 1 1 1 鋼床　ヒ

7 1 1 1 1
8 1 1 1 1 横桁　設

9 1 1 1
10 1
11 1
12 1 1 （1） ※　施工予定　主桁　設
13 1 （1） （1） （1〉 ※　施工予定　横桁　設
14 1 （1） （1） （1） ※　施工予定　横桁　設
15 1 1 1 1 ※　　工　　　　　一　誕
16 1 （1） （1） （1） ※　施工予定　横桁　設
17 1 （1） （1） （1） ※　施工予定　横桁　設
18 1 1
19 1 1
20 1
21 1 1 1
22 1 1 1
23 1 1 1 RC床　打直しt＝160→210　主桁　設
24 1 1 1 鋼床　ヒ
25 1 1 1
26 1 1 一　　言月』

27 1 1
28 1 1
29 1 1
30 1 1
31 1 1 1 1 RC一→グレーチング床

32 1 1 1 ※　　工
33 1 （1） （1） ※　施工予定
34 1 （1） （1） ※　施工予定
35 1 （1） （1）’ ※　施工予定
36 1 （1） （1） ※　施工予定
37 1 （1） ※　施工予定
38 1 （1） ※　施工予定
39 1 （1） ※　施工予定
40 1 ※　施工予定
41 1 1 1 （1） （1） ※　施工予定
42 1 1 （1） （1） ※　施工予定
43 1 1 1 1 ※　施工
44 1 1 （1） （1） ※　施工予定
45 1 1 （1） ※　施工予定
46 1 1 （1） ※　施工予定（主桁　設
47 1
48 1 1 （1） ※　施工予定
49 1 1
50 1 1
51 1 1 1
52 1
53 1
54 1 1 主桁　訥
55 1 1 1 グレーチング床

56 1 1
57 1
58 1
59 1
60 1 1
61 1 1 端部補強
62 1 1 1 1 縦桁の主桁ヒRC→PC床
63 1 （1） ※　施工予定
64 1 （1） ※　施工　定
65 1 ※　施工予定
66 1 1 1
67 1 1 （1） （1） ※　施工予定

A
口

36 7 30 18 17 0 2 4 9 7 事例一合計（複数回答）；　　　39

割。 396 77 33 19．8 436 0 5．1 103 23．1 17．9

A－50



補強方法
　　（床版）

7（17．9％）その他

9（23．1％）全面取替

4（10．3％）鋼板接着F

　　　　　　17（43．6％）縦（主）桁増設

　　2（5．1％）下面増厚

　床版の補強方法としては縦桁、横桁、主桁等の桁増設が全体の4割を

越えている。鋼板接着は桁増設と同時に行われる割合が高い。床版の全

面取り替えとグレーチング床版化の割合も合計すると4割と高い比率を

示す。又、床版の上面増厚にっいては実績はみられないが、計画中の工

事には多くみられる。

A－51



3－3－3　主桁の補強方法

資料

番号
補　強 要　因 補 強 方　　法

備　　　　考B活荷一

対応
格上げ
2→1等

損傷対応その他 連続化 支点

の増設

主桁

の　設

補強部布

の添加

外ケーブル

の添加
その他

1 1 1
1， 1 1 1 上下フランジ厚

2 1 1
3 1
4 1 1
5 1 1
6 1 1
7 1 1
8 1 1
9 1 1 1 占上　　1・の　重

10 1 1 1 カバー’プレート

11 1 1 ヵバーフ’レート（疲労対策）

12 1 1 （1） ※　施工予定（拡幅）

13 1 ※　施工予定

14 1 ※　施工予定

15 1 ※　施工

16 1 ※　施工予定

17 1 ※　施工予定

18 1 1 拡幅

19 1 1 カパーフ●レート（暫定荷一対応）

ワ0 1 1 端支占，腹板，下フランジの礪修

21 1 1 1 カハ㌧プレート（拡幅）

22 1 1 床　補強

23 1 1 1 桁配　の’更

24 1 1
25 1 1 1 主桁の縦桁ヒ　減少

26 1 1 1 一の

27 1
28 1
29 1
30 1
31 1 1 1 『Webに補強　設
32 1 1 1 ※　　工

33 1 （1） （1） ※　施工予定

34 1 （1〉 （1） ※　施工予定

35 1 （1） ・※　施工予定

36 1 （1） ※　施工予定

37 1 （1） ※　施工予定

38 1 （1） ※　施工予定

39 1 （1） ※　施工予定　縦桁改造

40 1 （1） ※　施工予定

41 1 1 （1） ※　施工予定（床　打　）

42 1 1 （1） （1） ※　施工予定

43 1 1 1 1 ※　施工

44 1 1 （1） ※　施工予定

45 1 1 （1） ※　施工予定　　桁ヒ

46 1 1 （1） ※　施工予定（拡幅A活）

47 1
48 1 1 （1） ※　施工予定

49 1 1 一

50 1 1 横桁・縦桁新設

51 1
52 1 1 主桁の部分　り　え

53 1 F11T→SlOT
54 1 1
55 1 1 床　　E　のみ
56 1 1 カバープレート　Web　強

57 1 1 グリプ追加

58 1 1
59 1
60 1 1
61 1
62 1 1 1 1 分配桁の　ヒ　り・え

65 1 （1） ※　施工予定（下フランジ2重ヒ）

64 1 （1） ※　施工予定（カパープレート）

65 1 （1） ※　施工予定

66 1 虫

67 1 1 1 横構の追加

∠』　響
口

36 7 29 18 0 0 7 15 0 7 事例’合計（複［回答）＝　　29

割。 40 78 322 20 0 0 ワ41 517 0 ワ4．1

A－52



補強方法
　（主　桁）

7（24．1％）そ

0（0．0％）外ケープルの添加

4．1％）主桁の増設

15（51．7％）補強部材の添加

　主桁の補強方法としては補強部材の添加が過半数を示す。又、主桁自

体を増設する割合も高い。珍しいケースとして、主桁間の下部に補強板

を設置して飯桁を箱桁化する試みもみられる。又、外ケーブルの添加に

より主桁を補強しようとする計画もみられる。

A－53



3－3－4　床組の補強方法
資料

番号
補　　強　要　因 補　　強　　方　　法

備　　　考B活荷
対応

格上げ
2→1等

損傷対応その他 造の

変更

補強部木

の追加
取　替 その他，

1 1 1 1
1’ 1 1
2 1
3 1 1
4 1
5 1 1
6 1 1
7 1 1
8 1 1
9 1 1 1

10 1
11 1
12 1 1 （1 ※　施工予定　拡幅）
13 1 ※　施工予定
14 1 ※　施工予定
15 1 ※　施工
16 1 ※　施工予定
17 1 ※　施工予定
18 1 1 1
19 1
20 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1 主桁間隔変更
24 1 1
25 1
26 1
27 1 1 1 鋼床　ヒ
28 1
29 1
30 1
31 1 1 1 1
32 1 ※　　工
33 1 ※　施工予定
34 1 ※　施工予定
35 1 ※　施工予定
36 1 ※　施工予定
37 1 ※　施工予定
38 1 ※　施工予定
39 1 ※　施工予定　縦桁改造
40 1 （1） （1） ※　施工予定
41 1 1 （1） ※　施工予定　床　打
42 1 1 （1） ※　施工予定
43 1 1 1） ※　施工　定
44 1 1 （1） ※　施工予定
45 1 1 （1） ※　施工予定　　桁ヒ
46 1 1 （1） ※　施工予定　　幅　A活
47 1 1
48 1 1
49 1 1 1
50 1
51 1
52 1
53 1
54 1 1
55 1 1 1
56 1 1 ’作前に断面変
57 1 1
58 1
59 1
60 1 1
61 1
62 1 1 1
63 1 （1） ※　施工予定　下フランジ2　ヒ
64 1 （1） ※　施工予定　カバープレート
65 1 ※　施工　定
66 1
67 1 1

△
口

36 7 ワ9 18 4 9 6 o 事例　合計（複数回答）＝　　19
割昌 40 78 322 20 211 474 316 0

A－54



補強方法
　　（床組）

6（31．6％）取

1．1％）構造の変更

％）補強部材の追加

　床組の補強方法についてはサンプル数も少なく、アンケートの結果か

らは傾向が読みとりにくい。補強する場合は、横桁フランジの断面等を

補強するケースが多い。床組の取り替えにっいては主桁間隔の変更に伴

うケース、構造形式の変更、製作途上での断面の変更など種々のケース

が含まれる。

A－55



3－3－5’支承の補強方法
資料

番号
補　強　要 補強方法

備　　　考B活荷
対応

格上げ
ワ→1等

損傷対応その他 取り替え その他

1 1 1
1， 1 1
2 1
3 1
4 1
5 1 1
6 1 1
7 1 1 1
8 1 1
9 1 1

10 1
11 1 1
12 1 1 ※　施工予定　拡幅
13 1 ※　施工予定
14 1 ※　施工予定
15 1 ※　施工
16 1 ※　施工予定
17 1 ※　施工予定
18 1 1
19 1
20 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1
24 1 1
25 1
26 1 1
27 1
28 1
29 1 1
30 1
31 1 1
32 1 1 ※　　工
33 1 （1） ※　施工予定
34 1 （1〉 ※　施工予定
35 1 ※　施工予定
36 1 ※　施工予定
37 1 ※　施工予定
38 1 ※　施工予定
39 1 ※　施工予定　縦桁改造
40 1 （1） ※　施工予定
41 1 1 （1） ※　施工予定　床　打
42 1 1 （1 ※　施工予定　支承の補強
43 1 1 1 ※　施工
44 1 1 （1） ※　施工予定
45 1 1 ※　施工予定　　桁ヒ
46 1 1 ※　施工予定　　幅・A活
47 1
48 1 1 ※　施工予定
49 1
50 1
51 1
52 1
53 1
54 1 1
55 1 1
56 1
57 1 1 1作前に再靹計
58 1
59 1
60 1 1 1 BP7一→ゴム7
61 1一

62 1 1 1
63 1 （1） ※　施工予定　下フランジ2一ヒ
64 1 （1） ※　施工予定カパープレート

65 1 ※　施工予定
66 1 1
67 1 1

合計 36 7 29 18 11 1事例　合計　＝　　　　　12
割合 40 7．8 3ワワ 20 91．7 8．3

A－56



　　　　　　　支

1（8．3％）その他

承

1

1
－

　　　　　11（91．7％）取り替え

　支承については支承自体の補強を計画している物件が施工予定工事の

中に1件ある以外は全て取り替えにて対応している。

A－57



3－3－6　応力集中箇所
資料

番号
補　　強　要　因 応力集中箇所

備　　　考B活荷
対応

格上げ

2→1等
損傷対応その他 －端

司欠部

加パー部ソールプレー

　　部
その他

1 1 1 1
1’ 1 1
2 1 1
3 1
4 1
5 1
6 1 1
7 1 1 1 1
8 1 1
9 1 1

10 1
11 1
12 1 1 ※　施工予定
13 1 ※　施工予定
14 1 ※　施工予定
15 1 ※　施工
16 1 ※　施工予定
17 1 ※　施工予定
18 1
19 1
20 1 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1
24 1 1
25 1
26 1
27 1
28 1
29 1
30 1
31 1 1
32 1 ※　施工
33 1 ※　施工予定
34 1 ※　施工予定
35 1 ※　施工予定
36 1 ※　施工予定
37 1 ※　施工予定
38 1 ※　施工予定
39 1 ※　施工予定
40 1 ※　施工予定
41 1 1 ※　施工予定
42 1 1 ※　施工予定
43 1 1 ※　　工
44 1 1 ※　施工予定
45 1 1 ※　施工予定
46 1 1 （1） ※　施工予定　拡幅　A活
47 1
48 1 1 ※　施工予定
49 1
50 1
51 1
52 1
53 1
54 1
55 1 1
56 1
57 1
58 1 1
59 1
60 1 1
61 1
62 1 1
63 1 ※　施工予定
64 1 ※　施工予定
65 1 ※　施工予定
66 1 1

一
w
e
b に亀り

67 1 1
ム
ロ

36 7 29 18 2 2 2 2 事例　合計　複一回答　＝　　8
割。 40 7．8 32．2 20 ワ5 25 25 25

A－58



応力集中箇所

2（25．0％）その

2（25．0％）ソールフ。レート

（25．0％）桁端切欠部

（25．0％）ゲルノ・㌧部

　アンケート結果からみる限りでは応力集中箇所の補強工事は事例が少

ない。端横桁腹板の補強が1件、残りは切欠き部とソールプレート部に

集中している。

A－59


